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20090815/ あろわにあな日々/ 脳神経外科速報 
 

あろわにあ（Arowania）な日々 
 

医療法人社団）涼風会 佐藤脳神経外科 佐藤 透 
 

熱帯魚は、開業して以来のお友達。飼育暦もはや 18 年になる。水槽ｾｯﾄをﾎｰﾑｾﾝﾀｰ

で買ってきて、玄関靴箱の上に設置したのが、つい先日のことのように思える。最初はｸﾞｯ

ﾋﾟｰやﾈｵﾝﾃﾄﾗ、ｶﾗｼﾝ、ｸﾞﾗｽｷｬｯﾄから飼いはじめた。子供の頃、親父さんの診察室には

熱帯魚の水槽があって、青いきらきらとした、めだかっぽい小魚（おそらくﾈｵﾝﾃﾄﾗ）が群

れ成し泳いでいた。やはり“かえるの子は蛙”なんだろうか？ 
それ以来、底物ﾌﾟﾚｺからｼｸﾘｯﾄﾞ、淡水ｴｲ、定番のｽﾎﾟｯﾃｨﾄﾞｶﾞｰまで飼い込んだ。ﾍﾟｱ繁

殖にも挑戦した。ｴﾝｾﾞﾙﾌｨｯｼｭやﾃﾞｲｽｶｽの子が

孵り、ﾋﾞｰｼｭﾘﾝﾌﾟを与えて育てた。無数の子魚は、

青い蛍光灯を浴びて、夜空に輝く星座、天の川

のように、水槽の天空を、自由奔放に舞い踊る。 
熱帯魚の月刊誌には、ﾌｨｼｭﾏｶﾞｼﾞﾝとｱｸｱﾗｲﾌ

の 2 誌があり、いずれも愛読書となっている。一歩

のめり込んで、ﾏﾆｱｯｸなｱﾛﾜﾅ専門誌には、台湾

系鳴美のﾌﾟﾗﾀﾊﾟｯﾄﾞと和製季刊のｱﾛﾜﾆｱがあって、

こちらも年間購読者となっている。ｱﾛﾜﾅ養殖業者

の現地情報や愛好家の水槽、これぞっていう自

慢のｱﾛﾜﾅ写真が満載され、眺めているだけで視界いっぱいの幸福感がやってくる。 
そのなかに時折載っているｱﾛﾜﾅ座談会は、気軽に読めて、飼育ﾉｳﾊｳが得られるお気

に入り。誌上に登場する、控えめで玄人職人っぽい R 社の F さんに好感が持てた。さっそ

くｲﾝﾀｰﾈｯﾄで検索して、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからｼｮｯﾌﾟに電話を入れた。どうやら奥さんとふたりでｼ

ｮｯﾌﾟをはじめたばかり、熱のこもった長話となった。現在、手持ちのｱﾛﾜﾅ在庫はなく、暮

れに現地ｲﾝﾄﾞﾈｼｱのﾌｧｰﾑに飛んで、年明け早々に航空便で輸入されるとのこと。 
その中には黒々とした真っ赤で紅色に染まる、お目当ての紅龍ﾒﾀﾙ・ﾚｯﾄﾞも届く。14ｃｍ

ほどの生後数ヶ月の個体で、お値段は？って尋ねると～¥●●万円なりって。ｴｴｯﾂて思っ

たけど気を取り直して、お安くなりますか？まけられないって、ｵｲｵｲｯ。ほかにお買い得な

ものはなにかある？ﾃﾞｨﾝﾐｶ・ｶﾌﾟｱｽのﾀﾞｲﾅﾐｯｸ・ｽｰﾊﾟｰ・ﾚｯﾄﾞ、これはその半値だって。背

中まで金色の鱗捲く過背金龍、ﾏﾚｰｼｱ・ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝはどう？AAA ｸﾗｽなら 15ｃｍもんでその

2 倍のお値段。う～んちょっと待って、よ~く考えてまた電話させて頂戴な。 
憧れは、真っ赤っ赤の紅龍と金きら金の過背金龍たちが競演する夢のｱﾛﾜﾅ混泳水槽。

ｱﾛﾜﾅは縄張りを持つ魚で、2-3 匹ではいずれかが死ぬまで喧嘩する。一匹飼いで飼い

込むか、混泳するにはせめて 5-6 匹は欲しいところ。まずは数匹のﾁﾋﾞちゃんｱﾛﾜﾅから混

泳させてみたい。 
もんもんと思案投げ首していても始まらない。おなじみのｼｮｯﾌﾟにでかけた。それなら、

うちでお取寄せしましょうか。ｼｮｯﾌﾟの“おじさん”と仲良しになると業界内部の事情がよく

分かる。取引の開始は、直接のお電話から。相手を喰ったようなそれっぽいﾍﾞﾃﾗﾝな話し

ぶり、面食らったようすの相手方とひと通りのご挨拶。ｼｮｯﾌﾟの確認には店判が必要となる。
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お店の名前住所電話番号などが記載されたﾊﾝｺを押してﾌｧｯｸｽする。さっそく卸しの値

段の入った在庫ﾘｽﾄが送られてきた。 
この前聞いた話とえろう違う、いずれも半額ちょいじゃないの。通常、掛値は 2 倍+運賃、

ってことはｱﾛﾜﾅの仕入れ値は定価の半値足らずで、業者の買付け元値は微々たるもん

じゃな。数ｶ月毎にｲﾝﾄﾞﾈｼｱやﾏﾚｰｼｱのﾌｧｰﾑに

でかけて、“日本でﾌﾞﾗﾝﾄﾞつけて販売してやっか

ら”って独占契約をとって、買い叩いて来るんじゃ

ろな。かつては買付けﾙｰﾄが暴力団や国際ﾏﾌｨｱ

の資金源となっていたけれど、いまは華僑が仲介

して、素人さんものこのこ出かけている。近頃は、

好景気の中国や香港からのﾊﾞｲﾔｰが多く、いくぶ

ん品薄状態で、買付け値段も上っているらしい。 
案外の値段に、なんだか得した気分となった。

ｼｮｯﾌﾟ経由で、R 社から若いｱﾛﾜﾅ 7 匹が、掛値な

しで届いた。すくすくと順調に生育なされた。少し大きくなると“こだわりの餌”となる。冷凍

赤虫は冷凍庫で簡単にｽﾄｯｸ可能だけど、大きく育てるにはちと物足りない。やっぱり生き

餌が要るなぁ。即席に大きくﾒﾀﾎﾞに育てるには、ｶｲｺのようなﾐﾙ・ﾜｰﾑがいい。 
色の揚がる専用ﾐﾙ・ﾜｰﾑの広告を見つけて、早速東京のｼｮｯﾌﾟに電話した。そりゃぁお

客さん赤いｱﾛﾜﾅ飼っておられるんなら、真っ赤に色揚げするんなら、ってくすぐられて、

少し割高だけど専用のﾚｯﾄﾞ・ｼﾞｬｲｱﾝﾄ・ﾐﾙ・ﾜｰﾑですよ。さらりと言われて目から鱗がﾎﾟﾛﾘ。

真っ赤なﾜｰﾑと思いきや、届いたﾜｰﾑは、どこからどう眺めてもいつものﾜｰﾑと変わらない。 
“いったいどこがちがうんじゃぃ？”って文句を言ったら、そりゃぁﾜｰﾑに喰わしてるものが

違う。ｶﾛﾁﾝ豊富な飼料をたっぷり喰わしてるから、大きくなると色の違いが出てくる、って

はぐらかされた。なるほど食物連鎖はあるやもしらねど～これってﾎﾝﾏｧかいなぁ？ 
やっぱり生餌の定番は金魚=餌金。毎週 1 回、餌金を喰わせることにした。色揚げには、

やっぱり色物の昆虫ﾃｶﾃｶってのがいい。ｺｵﾛｷﾞどうって、ﾌﾀﾎｼ・ｺｳﾛｷﾞを仕入れた。 “鈴

虫の音色”なんてもんじゃない、はるかにｳﾙｻｲ大

合唱に、“うるさ～い”って却下。鳴き声の小さいﾖ

ｰﾛｯﾊﾟ・ｲｴ・ｺｳﾛｷﾞはどう?、確かに静かだけど、夜

通しｶﾞｻｺﾞｿｶﾞｻｺﾞｿとｱﾌﾞﾗﾑｼの騒音。ﾑｶﾃﾞはどうっ

て、立派な無傷の冷凍ﾑｶﾃﾞのﾊﾟｯｹｰｼﾞはｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ産。あれぇこれ喰わんでぇ、ｱﾛﾁもｹﾞﾃ物苦手な

んじゃない。 
ｻﾞﾘｶﾞﾆもいいらしい。ふるさとの川に網を持って

出かけてみても、このごろはおいそれとは捕まら

ない。小鮒どころかめだかｶﾀﾞﾔｼさえも網にかか

らない。ｽﾄｯｸの簡単なｱﾌﾘｶ・ﾂﾒｶﾞｴﾙはどうって、逃げ回ってｱﾛﾜﾅが餌にありつくのにひ

と苦労。 
子飼いのｱﾛﾜﾅだけれども、一匹奇形が紛れていた。上顎が未発達で、下顎が少しめ

くれて、兎唇・ﾐﾂｸﾁって感じの過背金龍。ものはいいし、背中にも金ぴかがそろそろでて

きそうだけど、口が開いた状態の“みにくい・醜いｱﾛﾜﾅの子”。見る人みなさん、これこれ

どうしたん、大丈夫？って心配してくれる。思い余ってｼｮｯﾌﾟに下取りに出した。ｼｮｯﾌﾟで
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は“おちょぼ口くん”の愛称で人気者になった。 
しかるに、ﾌｨｼｭﾏｶﾞｼﾞﾝのｱﾛﾜﾅ特集。東京千代田区の逓信総合博物館で行なわれた

夏のｱﾛﾜﾅ・ﾎﾋﾞｰ・ｲﾍﾞﾝﾄでの“日本一のｱｼﾞｱｱﾛﾜﾅ・ｺﾝﾃｽﾄ”の報告（佐々木浩之、鈴木

仁：大ｼﾞｬﾝｸﾞﾙ展ﾚﾎﾟｰﾄ、Fish Magazine Vol. 498 
(9): 63-70, 2007）。そのなかで、水族館でも見るこ

とができない“怪魚十珍”のｺｰﾅｰに、なんとそっく

りさんの紅尾金龍の写真が載っているではない

か。 
なんでも世界のｱﾛﾜﾅ 10 大珍魚に数えられる

代物。口が開いた状態は“いつでも福来る大変縁

起のよい魚”として香港あたりでは“ふくちゃん”と

して大人気なんだって。購入・輸入元の R 社に尋

ねると、10 万匹に 1 匹出るか出ないかの貴重品で

すよ、よかったですねぇって。過背金龍の福ちゃんなんて“ｱﾛﾁの福の神”、探してもみつ

からないよ。こりゃこりゃ大～変だぁ、ってなわけで、さっそくに取り戻してきた。 
水槽を 1/ｆ=ゆらぎのﾘｽﾞﾑで優雅に周遊するｱﾛﾜﾅたちを眺める。照明の色具合で、泳

ぐ場所によって微妙に鱗のﾃｶﾘが変化する。ﾎｯﾄする癒しのひと時である。こいつらとは、

これからあと 20 年ものお付き合いとなる。ぼちぼち本当の赤黒い紅色や金ぴかの金色も

でてくるのかな？ほのかな期待を抱く。 
ｱﾛﾜﾅ混泳はﾀﾞｲﾅﾐｯｸで見栄えがいいけれど、ｱ

ﾛﾜﾅの本能は、縄張り争いをする獰猛な魚。小競

り合いはしょっちゅうで、噛みつきの本戦も時には

起こる。そのため、どうしても尾鰭がばらけたり、胸

鰭が欠けたり、なかには鼻ﾀﾞﾝｺﾞや口髭欠落事故

も発生する。そこはそれでぐっとぐぐっとぉ、がまん、

う～んがまんじゃ。ｱﾛﾜﾅの持つ自然の純朴さに癒

され、ｼｮﾊﾞを守る心意気に男心をほだされ、われ

先にと競って餌を食む迫力に元気を頂戴する毎

日である。    



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




